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校
が
一
校
あ
り
ま
す
。
近
年
、
豊
島
美
術
館
な
ど
現
代
ア
ー
ト
の
島
と

し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

小
豆
島
・
豊
島
と
も
に
、
三
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
」
の
会
場
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
四
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
２
５
」
で
は
、
大
阪
万
博
の
開
催
も
相
ま
っ
て
、

国
内
の
み
な
ら
ず
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
両
島
は
、
香
川
県
や
岡
山
県
は
も
ち
ろ
ん
、
関
西
圏
か
ら

の
（
へ
の
）
ア
ク
セ
ス
が
良
い
環
境
で
あ
る
も
の
の
、
全
国
の
離
島
と

同
様
に
公
共
交
通
機
関
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
島
内
を
移
動
す
る
た
め
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
は
、
本

数
や
ル
ー
ト
が
限
ら
れ
て
お
り
、
特
に
早
朝
や
夜
間
の
運
行
は
わ
ず
か

な
便
数
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
高
齢
の
住
民
や
観

光
客
な
ど
に
と
っ
て
、
島
内
移
動
に
不
便
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
島
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
フ
ェ
リ
ー
に
依
存
し
て
お
り
、
本

数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
天
候
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
移
動
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
二
一
年
三
月
に
高
松
港
～
小
豆
島
草

 

若
い
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が
課
題

小
豆
島
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
中
心
に
位
置
す
る
、
わ
が
国
で

一
八
番
目
に
大
き
な
島
で
す
。
面
積
は
、
二
〇
余
り
の
属
島
を
含
め
一

六
九
・
八
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
小
豆
島
町
・
土と

の

庄し
ょ
う

町ち
ょ
う

の
二
町
か
ら

成
り
、約
二
万
五
千
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
島
内
の
教
育
機
関
は
、五

つ
の
小
学
校
、
二
つ
の
中
学
校
に
加
え
、
高
等
学
校
が
一
校
あ
り
ま
す
。

地
中
海
に
似
た
穏
や
か
な
気
候
風
土
で
あ
り
、
日
本
で
初
め
て
オ
リ

ー
ブ
の
栽
培
に
成
功
し
た
「
オ
リ
ー
ブ
の
島
」
と
し
て
全
国
的
に
有
名

で
す
。
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
風
光
明
媚
な
瀬
戸
内
海
の
景

観
や
、
日
本
三
大
渓
谷
美
の
一
つ
で
あ
る
寒か

ん

霞か

渓け
い

な
ど
、
多
く
の
観
光

名
所
が
存
在
し
ま
す
。
中
で
も
オ
リ
ー
ブ
公
園
や
エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
、

映
画
『
二
十
四
の
瞳
』
の
舞
台
と
な
っ
た
二
十
四
の
瞳
映
画
村
な
ど
が

注
目
さ
れ
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

小
豆
島
の
西
側
に
位
置
す
る
豊て

島し
ま

は
、
面
積
一
四
・
五
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
人
口
約
七
六
〇
人
で
、
土
庄
町
に
属
し
、
島
内
に
は
小
中
学

子
ど
も
達
が
最
新
技
術
を
学
び
、

事
業
を
創
出
す
る
未
来
を
目
指
し
て

香
川
県
小
豆
島
町
こ
ど
も
教
育
課
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壁
港
航
路
が
休
止
、
二
三
年
一
二
月
に
岡
山
日ひ

生な
せ

港
〜
小
豆
島
大
部
港

航
路
も
休
止
と
な
り
、
住
民
の
足
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
こ
ち
ら
も
全
国
の
離
島
と
同
じ
様
に
、
小
豆
島
・
豊
島
で

は
少
子
高
齢
化
お
よ
び
人
口
流
出
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
高
齢
化
率
は

約
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
香
川
県
内
で
最
も
高
い
水
準
で
す
。
毎
年
約
四

〇
〇
人
の
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
特
に
地
域
の
担
い
手
と
な
る
生
産

年
齢
人
口
（
若
年
層
）

の
減
少
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

両
島
の
中
学
校
か

ら
小
豆
島
唯
一
の
高

校
で
あ
る
香
川
県
立

小
豆
島
中
央
高
等
学

校
へ
の
進
学
率
は
、

約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト

と
減
少
傾
向
に
あ
り
、

さ
ら
に
九
割
の
生
徒

が
高
校
卒
業
後
に
進

学
な
ど
の
理
由
で
島

を
離
れ
て
い
き
ま
す
。

都
市
圏
に
比
べ
授
業

（
学
科
）
の
選
択
の
幅

約2,000本のオリーブの木に囲まれた「道の駅小豆島オリーブ公園」。

が
狭
い
点
も
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
島
内
に
職
業
の
選
択
肢
が
少
な
い
た
め
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
す

る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
の
定
住
率
も
六
割
程
度
に
留
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
教
育
お
よ
び
雇
用
の
格
差
に
よ
り
、
島
内
の
若
い
担
い
手
の

形
成
が
困
難
な
こ
と
が
小
豆
島
の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

教
育
・
職
業
選
択
の
多
様
化
を
目
指
し
て

上
述
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
小
豆
島
・
豊
島
で
は
近
年
注
目
を
集
め

る
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
と
は
、「Science

（
科
学
）」「Technology

（
技
術
）」

「Engineering

（
工
学
・
も
の
づ
く
り
）」「Art

（
芸
術
）」「M

athem
atics

（
数
学
）」
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

必
要
と
考
え
ら
れ
る
「
五
つ
の
教
育
分
野
」
を
、
横
断
的
に
学
習
す
る

こ
と
で
創
造
力
や
課
題
解
決
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
事
業
に
お
い
て
、
実
現
し
た
い
小
豆
島
・
豊
島
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

「
子
ど
も
達
が
『
島
で
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
学
び
』『
島
で
事
業
を
創

出
』
す
る
未
来
」
で
す
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
に
、
以
下
の
大
き
な
二
つ
の
目
標
を

掲
げ
ま
し
た
。



38

い
ま
す
。

協
議
会
は
六
つ
の
団
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
小
豆
島
町
が
代
表
を
務

め
て
い
ま
す
（
構
成
団
体
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
表
１
参
照
）。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
通
年
授
業
、
合
同
授
業
、
多
島
間
授
業
と

い
う
目
的
の
異
な
る
三
種
類
の
授
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

「
通
年
授
業
」
で
は
、島
内
の
学
校
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
定
着

化
を
目
標
に
、
平
日
の
中
学
校
の
授
業
に
組
み
込
ん
で
実
施
し
ま
し
た
。

「
合
同
授
業
」
で
は
、有
志
の
中
学
生
を
対
象
に
、土
日
や
放
課
後
の
時

間
を
使
い
、
小
豆
島
の
課
題
を
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
解

決
す
る
事
業
案
の
作
成
を
行
な
い
ま
し
た
。「
多
島
間
授
業
」
で
は
、小

豆
島
と
豊
島
の
生
徒
を
つ
な
ぎ
、
ド
ロ
ー
ン
を
題
材
に
お
互
い
の
島
の

課
題
を
探
究
し
ま
し
た
。
三
つ
の
授
業
の
概
要
を
表
２
に
示
し
ま
す
。

 

生
徒
た
ち
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化

協
議
会
で
は
島
の
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
て
欲
し
い
能
力
と
し
て

「
生
き
る
力
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
表
３
に
示
す
通
り
、生
き
る
力
の
構

成
要
素
を
「
稼
ぐ
力
」「
マ
イ
ン
ド
」
の
二
つ
と
し
て
と
ら
え
、そ
れ
ぞ

れ
に
細
分
化
し
た
能
力
／
ス
キ
ル
を
定
義
し
て
い
ま
す
。
合
同
授
業
で

は
、
こ
の
生
き
る
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
標
に
授
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。表

３
は
、
生
き
る
力
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
で

島
内
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
根
づ
か
せ
る

Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
対
す
る
興
味
お
よ
び
知
見
を
深
め
、
自
ら
学
ぶ
姿

勢
（
探
究
心
）
を
育
み
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
に
特
化
し
た
教
育
を
島
内
の

学
校
で
行
な
う
こ
と
で
、
教
育
選
択
の
多
様
化
や
他
地
域
・
他
学
校
と

差
別
化
を
図
り
、ひ
い
て
は
島
外
か
ら
も
生
徒
（
学
生
）
を
呼
び
込
み
ま

す
。

子
ど
も
達
が
自
ら
事
業
を
創
出
す
る
力
を
養
う

小
豆
島
・
豊
島
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
、
子
ど
も

達
が
自
ら
課
題
解
決
を
図
る
よ
う
な
事
業
を
創
出
す
る
力
（
生
き
る
力
、

稼
ぐ
力
）
を
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
中
で
養
う
こ
と
で
、若
者
の
流
出
を
防

ぎ
、
職
業
選
択
の
多
様
化
、
人
口
減
少
に
お
け
る
人
手
不
足
の
解
決
に

つ
な
げ
ま
す
。

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ア
イ
ラ
ン
ド
実
装
化
の
概
要

こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
向
け
、
令
和
五
年
度
、
小
豆
島
町
立
小
豆
島

中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ア
イ
ラ
ン
ド
実

装
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
翌
六
年
度
よ
り
小
豆
島
町
に

土
庄
町
・
民
間
企
業
／
団
体
を
加
え
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ア
イ
ラ
ン
ド
実
装

化
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）」
を
立
ち
上
げ
、
小
豆
島
中
の
み
な
ら
ず
、

土
庄
中
や
豊
島
中
学
校
の
生
徒
に
も
対
象
範
囲
を
拡
大
し
て
実
施
し
て
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「合同授業（対面）」では、ドローンやメタバースの専門
家による講義とワークショップを小豆島の公共施設
で実施した。

「通年授業」では、ドローンを題材に動画制作（1年
生）、プログラミング（2年生）、島の課題解決（3年生）の
授業を各中学校で実施している。

実証1：通年授業 実証2：合同授業 実証3：多島間授業

狙い 学校でのSTEAM 教育定着
化（先生の意識改革）

島の課題解決を通じて学生
の生きる力の育成

小豆島と豊島の授業連携と
交流促進

対象 小豆島中学校の全学年
土庄中学校の3年生

小豆島町・土庄町
有志の中学生

小豆島町・土庄町
有志の中学生

人数 約400名 約20名 約20名
実施枠 技術・家庭の時間 土曜日 放課後

実施回数 7回（対面） 3回（対面）
10回程度（オンライン） 3回

内容
ドローンの基礎、ドローンを
題材とした動画制作／プロ
グラミング／社会課題解決

ドローンを活用した小豆島で
の新サービス、メタバースを
活用した小豆島の魅力発信

ドローンを活用した島の課
題解決と各島での比較

活用する技術 ドローン、メタバース、テレプレゼンシステム、オンラインミュージアム

効果検証方法 生徒：キャリア・学習意欲／興味関心に関するアンケート、インタビュー
先生：アンケート、インタビュー

団体名 担当する業務の範囲・内容

小豆島町（代表団体） ・業務全体の企画調整、統括、進捗管理
・小豆島町内の教育機関、関係者との調整

土庄町 ・土庄町内の教育機関、関係者との調整

一般社団法人小豆島・瀬戸内エリアマネジメント協会 ・通年授業の運営支援
・島外の事業関係者の調整

株式会社トモノカイ
fly株式会社
八千代エンジニヤリング株式会社

・STEAM教育全体の監修、設計
・授業の実施・運営
・効果測定の調査設計、実査、取りまとめ

表1 STEAMアイランド実装化協議会のメンバーと役割

表2 授業の概要
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っ
て
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

 

近
隣
の
島
々
と
の
連
携
も
踏
ま
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

今
年
度
実
施
し
た
三
種
類
の
授
業
は
、
生
徒
た
ち
の
変
化
や
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
か
ら
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
定
着
化
」「
生
き
る
力
の
育
成
」

「
小
豆
島
と
豊
島
の
交
流
促
進
・
授
業
連
携
」
と
い
う
目
標
に
対
し
て
、

有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
令
和
七
年
度
も
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ア

イ
ラ
ン
ド
実
装
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
れ

に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
合
同
授
業
で
は
新
サ
ー
ビ
ス
の
考
案
ま
で

で
留
め
て
い
た
内
容
も
、
同
年
度
よ
り
、
生
徒
た
ち
が
考
案
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
実
際
に
実
践
す
る
機
会
を
創
出
し
、
小
豆
島
で
事
業
を
起
こ
す

モ
デ
ル
作
り
を
行
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、豊
島
だ
け
で
は
な
い
（
小
豆
島
町・土
庄
町
以
外
の
）
他
の
島
々

と
の
連
携
の
強
化
も
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
近
隣
離
島
の
教
育

関
係
者
の
方
々
に
小
豆
島
で
実
施
し
て
い
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
広
め
て
い
く
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
認

知
度
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
将
来
、
小
豆
島
で
教
育
を
受
け
た
い
、
起
業
し
た
い
と
い
う

生
徒
や
学
生
た
ち
が
全
国
か
ら
集
ま
る
島
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。�

■

は
、
合
同
授
業
を
受
講
し
た
生
徒
と
、
受
講
し
て
い
な
い
生
徒
を
対
象

に
、
生
き
る
力
に
つ
い
て
の
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。
結
果
は
ほ
と
ん

ど
の
項
目
に
お
い
て
、合
同
授
業
参
加
者
の
方
が
高
い
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
）

数
値
を
示
し
、
協
議
会
の
目
標
と
す
る
「
子
ど
も
達
の
生
き
る
力
を
伸

ば
す
」
方
向
性
を
肯
定
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

例
え
ば
、「
課
題
発
見
力
」
で
は
、授
業
で
半
年
間
ほ
ど
小
豆
島
の
課

題
と
解
決
策
を
考
え
続
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
は
日
常
生
活
に
お
い

て
も
ち
ょ
っ
と
し
た
不
便
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
今
後
、
新
し
い
事
業
の
芽
を
見
つ
け
て
い
く
た
め
の
重
要
な
能
力
の

育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
部
に
は
、
数
値
が
下
が
っ
て
い
る
項
目
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

「
共
創
力
」
を
一
例
に
と
る
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
が
「
友
達
と
や
り

た
い
こ
と
が
違
っ
た
と
き
、
ど
ち
ら
も
悲
し
ま
な
い
落
と
し
ど
こ
ろ
を

作
れ
ま
す
か
？
」
と
い
っ
た
内
容
の
た
め
、
合
同
授
業
を
通
じ
て
そ
の

難
し
さ
を
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
低
い
数
値
と
な
っ
た
、
と
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
合
同
授
業
の
参
加
生
徒
が
学
校
の
授
業
に
お
い
て
、
自
発
的

に
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
担
っ
た
り
、積
極
的
に
発
言
を
行
な
う
な
ど
、ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
以
外
に
も
生
徒
の
変
化
を
確
認
で
き
る
場
面
が
あ
り
ま

し
た
。「
仕
事
や
職
業
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、将
来
を
具
体
的
に
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
も
合

同
授
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
小
豆
島
に
と
っ
て
も
子
ど
も
達
に
と
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分類 合同授業
参加

合同授業
不参加

生きる力

稼ぐ力

課題発見力 46％ 18％
課題解決力 29％ 14％
理解力 58％ 49％
想像力 33％ 28％
推進力 42％ 35％
リーダーシップ 38％ 20％
コミュニケーション力 46％ 44％
共創力 33％ 35％
デジタルリテラシー 38％ 34％
協調性 79％ 78％

マインド

内省力 58％ 52％
レジリエンス力 46％ 46％
挑戦力 42％ 41％
忍耐力 25％ 14％
好奇心 63％ 60％
自律性 50％ 46％
目的意識 45％ 37％
自分への自信 26％ 30％
確実さ 67％ 64％
倫理観 87％ 81％

表3 生きる力のアンケート結果

「多島間授業」の模様。小豆島と豊島の生徒がそれぞ
れ考案した島の課題解決のサービス内容について意
見交換を行なう。

「合同授業（オンライン）」にて、東京と小豆島を結び、フォ
ローアップを行なっている様子。最新のテレプレゼンス
システムを活用することで対面同様の交流を実現。


